
採
用
さ
れ
た
新
渡
来
品
は
砂
糖
を
除
き
す
べ
て
穀
部
に
属
し
て
い

る
こ
と
も
、
前
述
の
ご
と
く
穀
類
の
摂
取
が
日
中
間
の
食
生
活
で
最

も
差
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
玄
朔
が
意
欲
的

に
新
渡
来
食
品
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
食
用
効
果
の
知
識

が
当
時
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
よ
り
、
玄
朔
は
『
綱
目
』
を
底
本
に
、
簡
便
か
つ
新

渡
来
品
の
知
識
普
及
も
織
り
込
ん
だ
、
日
本
向
け
の
実
用
的
食
物
本

草
を
目
的
に
本
書
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
は

数
多
く
版
を
重
ね
、
江
戸
期
に
お
け
る
食
物
本
草
流
行
の
端
緒
を
担

っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
五
九
七
年
版
の
草
子
に
原
始
的
製
法

が
見
ら
れ
る
。
葡
萄
酒
は
室
町
末
期
に
南
蛮
船
で
輸
入
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
砂
糖
は
奈
良
時
代
に
薬
品
と
し
て
渡
来
し
て
い
る

が
、
食
品
と
し
て
の
再
渡
来
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
’
五
五
）
と
い

う
。
た
だ
し
南
瓜
・
馬
鈴
薯
な
ど
も
同
じ
く
新
渡
来
品
で
『
綱
目
』

に
記
載
さ
れ
る
が
、
本
吉
に
採
用
さ
れ
な
い
の
は
、
当
時
ま
だ
普
及

に
記
載
さ
れ
る
が
、
本
吉
に
採
用
さ
」

し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

江
戸
末
期
票
で
に
著
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
医
学
文
献
は
尼
大
な
量

に
達
す
る
。
そ
れ
ら
は
明
治
維
新
以
降
の
伝
統
医
学
廃
止
政
策
に
よ

り
実
用
性
を
失
い
、
多
く
は
無
用
の
長
物
と
化
し
た
。
こ
の
結
果
、

巷
間
に
あ
ふ
れ
た
害
は
他
の
文
化
財
と
同
様
、
一
部
は
海
外
に
流
出

し
た
。一

方
、
中
国
で
は
明
治
政
府
の
よ
う
な
伝
統
医
学
廃
止
政
策
が
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
伝
統
医
学
文
献
は
中
国
で
価

値
が
認
め
ら
れ
、
相
当
量
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
例
は

大
部
分
が
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
現
在
収
蔵
さ
れ
て
い
る
楊
守
敬
の

購
入
書
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
演
者
ら
も
す
で
に
報
告
を
重
ね

た
。
し
か
し
中
国
本
土
の
収
蔵
状
況
は
、
か
つ
て
全
面
的
調
査
や
検

討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
近
年
は
中
国
各
図
書
館
の
書
籍
整
理

４
中
国
に
保
存
さ
れ
る
日
本
伝
統
医
学
文

献
の
孤
本

＊

Ｕ
真
柳
誠
・
関
信
之
・
肖
術
初
・
森
田
傳
一
郎
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も
比
較
的
進
み
、
閲
覧
調
査
で
き
る
可
能
性
が
以
前
よ
り
高
く
な
っ

た
。

そ
こ
で
演
者
ら
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
伝
統
医
学
文
献
の
収
蔵

状
況
を
、
ま
ず
蔵
書
目
録
で
確
認
し
う
る
計
六
○
図
書
館
に
つ
い
て

予
備
調
査
し
た
。
次
に
そ
れ
ら
と
日
本
の
収
蔵
状
況
を
比
較
検
討

し
、
貴
重
と
認
め
ら
れ
た
文
献
に
つ
い
て
代
表
的
図
書
館
に
て
実
地

に
調
査
し
た
。

調
査
に
用
い
た
資
料
は
北
京
図
書
館
『
中
医
図
書
連
合
目
録
』
、

中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
『
館
蔵
中
医
線
装
書
目
」
、
『
上
海
中
医
学

院
中
医
図
書
目
録
」
、
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
医
学
書
目
』
、
お
よ
び

『
国
害
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
『
医
学
古
書
目
録
』
『
杏
雨
書

屋
蔵
書
目
録
』
な
ど
で
あ
る
。
実
地
調
査
は
、
中
国
中
医
研
究
院
・

中
国
医
学
科
学
院
。
北
京
医
科
大
学
。
上
海
中
医
学
院
・
上
海
第
一

医
科
大
学
。
中
華
医
学
会
上
海
分
会
の
各
図
書
館
に
て
行
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
中
国
各
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
日
本
の
伝
統
医
学
文

献
は
、
日
本
刊
本
な
い
し
日
本
写
本
の
書
目
数
で
七
五
一
種
あ
り
、

総
数
で
は
そ
の
数
倍
以
上
に
達
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
中
国
で
復
刻
さ

れ
た
日
本
の
伝
統
医
学
文
献
も
書
目
数
で
二
○
二
種
あ
り
、
以
上
の

重
複
を
除
き
総
計
す
る
と
全
八
八
四
書
目
に
達
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

た
。

次
に
そ
れ
ら
と
日
本
で
の
収
蔵
状
況
を
比
較
し
た
結
果
、
写
本
三

八
種
・
刊
本
六
種
が
日
本
の
蔵
書
目
録
に
発
見
し
え
な
か
っ
た
。
こ

の
内
、
明
ら
か
に
孤
本
と
考
え
ら
れ
た
主
要
言
に
つ
い
て
、
以
下
の

知
見
が
得
ら
れ
た
。

①
吉
田
宗
恂
（
意
安
）
『
運
気
一
言
集
』
四
巻
、
承
応
三
年
（
一
六

五
四
）
刊
本
、
南
京
図
書
館
所
蔵
。
故
宮
博
物
院
の
旧
蔵
書
は
か
つ

て
国
民
党
政
府
の
移
動
に
伴
い
、
南
京
で
一
部
が
分
離
さ
れ
、
そ
の

多
く
が
今
の
南
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
本
書
は
楊

守
敬
の
購
入
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
『
国
害
』
は
『
群

耆
備
考
』
を
引
き
、
宗
恂
に
『
運
気
諸
論
図
』
の
著
作
が
あ
っ
た
こ

と
を
記
す
。

②
穂
積
惟
正
『
冊
正
黄
帝
脈
耆
』
四
巻
、
立
立
塾
写
本
、
中
国
医

学
科
学
院
図
書
館
所
蔵
。
倉
公
伝
注
釈
・
王
沐
素
間
序
・
素
霊
考
・

上
径
・
下
経
の
内
容
が
記
さ
れ
る
。

③
山
田
業
広
『
難
経
本
義
疏
』
五
冊
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
山

田
業
広
自
筆
稿
本
、
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
所
蔵
。
本
書
は
『
中

国
医
学
書
目
』
に
も
著
録
さ
れ
る
の
で
、
満
州
医
科
大
学
中
国
医
学

研
究
室
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
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④
著
者
不
詳
『
銅
人
経
穴
骨
度
図
』
一
冊
、
江
戸
後
期
頃
写
本
、

中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
所
蔵
（
寅
五
四
’
一
九
二
五
）
。
「
難
経
本
義
』

『
類
経
』
の
経
脈
図
を
、
身
体
部
位
別
に
彩
色
で
示
し
た
も
の
。
本

書
は
『
続
中
国
医
学
書
目
』
に
も
著
録
さ
れ
る
の
で
、
満
州
医
科
大

⑤
湛
斎
先
生
『
診
要
金
屑
』
二
巻
・
補
遺
一
巻
、
寛
保
三
年
（
一

七
四
三
）
東
都
耆
坊
文
円
堂
浅
倉
屋
久
兵
衛
刊
本
、
中
国
中
医
研
究

院
図
書
館
所
蔵
（
申
二
四
’
一
七
四
一
）
。
本
書
は
『
中
国
医
学
書
目
』

『
続
中
国
医
学
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

⑥
著
者
不
詳
『
痘
疹
経
験
要
方
』
二
巻
四
冊
、
寛
政
七
年
（
一
七

九
五
）
刊
本
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
（
李
七
六
二
）
。
李
盛
鐸
の
旧

蔵
書
な
の
で
、
彼
が
明
治
三
一
’
三
四
年
（
一
九
○
五
’
○
八
）
の
来

日
時
、
島
田
翰
の
紹
介
で
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑦
卜
元
学
『
医
方
漫
録
』
一
巻
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
写
本
、

中
華
医
学
会
上
海
分
会
図
書
館
所
蔵
。
伝
承
経
緯
等
は
不
詳
。

以
上
の
う
ち
特
に
①
は
歴
史
的
、
③
は
内
容
的
に
貴
重
性
が
認
め

ら
れ
た
。
今
後
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
本
調
査
研
究
は
（
財
）
日
中
医
学
協
会
の
助
成
金
に
ょ
っ

害
は
『
続
中
国
医
学
書
目
』
に
も
著
録
卑

学
中
国
医
学
研
究
室
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

た
○

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
、

”
宏
二
之
沢
病
院
）
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